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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞

・本日より青風荘入所者のデイナイトケア通所が利用再開となる。

　対策①：通所は外階段を使用（倉石様、板橋様はエレベータ使用）
　　　②：スタッフはなるべく1階⇔2階の行き来をしない（上→下への移動は特に注意）
　　　③：2時間置きの検温（36.8℃で即座に帰荘させる）
　　　④：入浴時間の調整
　　　※その他、千葉輝夫様、齋藤良宏様、田中一様、小笠原キワ様の環境調整など
・六角堂祭への参加利用者様を3名を3/28までに決めておいて下さい。

・外部研修の案内が多いため、各自自己研鑽の目的で参加してください。
・認知症ケア専門士を受験する方は小嶋まで一報をお願いします。

・WIZスケジュールで公休日の入力や背景色を変えていないスタッフが多いため、登録をするようにしてください。
・みだしなみチェックの巡視結果で、通所リハスタッフで靴下で3名指摘を受けています。白を基調とした靴下を着用しましょう。
＜利用者様情報＞
デイケア
・佐々木常夫様～欠席の連絡があり、バス券を落とし、歩いて帰ったため疲れたことを理由に挙げている。また、市役所に行ったところ、バス券の再発行に時間がかかり、それまでの間（3/20）、デイケアを欠席すると話している。
・繁名　和恵様～定時になっても来所せず、幻聴があることや「寝すぎて吐いた」と話している。昼食を頼んでいる兼ね合い、昼食だけでも食べにくるように促されると来所している。昼食後から机に伏せており、「うちに帰って布団に入りたい」と話している。体調不良を訴える日が増えており、グループホームでの人間関係やストレスが関連していることも考えられる。発せられる言葉の背景を考えながら対応していく。
・鈴木　惇浩様～突然来所しており、デイケアを辞めたい旨を話している。現状については、仕事にはいっており、問題なく行てているとのこと。平日は基本仕事で外来受診日は休みだがその代わりに土曜日に出勤したりと忙しい日々を送っているとのこと。外来受診後はデイケア利用ではなく休息にあてたいと話しており、主治医に事情を話し、許可を求めるように助言している。外来受診後に電話での連絡があり、主治医からデイケア退所の許可をもらったとのことで、本日付で退所となる。
・高山　英佐様～デイケア内で一人で過ごしており、貧乏ゆすりが目立つ。最近の様子については、「仕事に行けていません」と話しており、理由については言葉をうまく発すことが出来ずにスタッフの質問によって解明される。体調が悪いわけではなく、一度休んでから行きづらくなったと話している。精神症状については変わりがないと話すが、「貧乏ゆすりが気になります」と話している。足に触れようとすると貧乏ゆすりがピタリとやんでおり、不随運動ではないようである。薬の副作用の可能性も考えられるため、主治医に相談するように助言をしている。主治医と話したあとに内容を尋ねると、入院の話がでたとのことで、外来看護師にも情報を確認していく。
・根地戸　恵様～特定のスタッフに対して、「いやなんだよ」と話している。理由については、視線の配り方や話し方が気になるとのこと。苦手な相手とは距離をとることが出来るようになっている為、実践してみるように助言をしている。
・川崎　広幸様～以前、妹様の件について悩んでいたとの情報があるが、本日は変わりなく過ごしている。しかし、自分から悩みや問題を口にするタイプではないと思われるため、スタッフ側から確認や声かけをしていく。
・下口　政子様～病院管理栄養士から表情が暗いと情報提供があり、不安感があると先週話していたため、近況について再度確認している。デイケア内では気になることはないと話し、グループホーム内でモヤモヤとすることが多いとのこと。頓服薬を服用したりと自分なりに対処はしているが、それでも解消しないことがあると話している。解決はしないかもしれないが、話すことで楽になる部分もあるかもしれないため、デイケアで相談しやすい相手に話してみるように助言をしている。
デイナイトケア
・吉田キクエ様～インフルエンザは陰性と診断されているが、風邪症状（咳）があるとのことで、感染予防対策の観点から通所は停止としている。インフルエンザ罹患者と同様の対処を行っていく。
・稲垣　ふき様～昨日夕方より解熱しており、今朝も発熱はないとのこと。食事は1/3程度の摂取にとどまっているとのこと。解熱後・発症後からカウントすると月曜日から通所が可能となる。
・古川　富蔵様～今朝も38℃台の発熱があるが、食事は全量摂取出来ているとのこと。解熱後より通所可能日を算出して対応していく。
・古舘　正行様～今朝も38℃台の発熱があるが、食事は全量摂取できており、不調の自覚もないとのこと。解熱後より通所可能日を算出して対応していく。
・奥山以依子様～排便についてこだわっている様子があり、便のことを気にしていたと青風荘より情報提供がある。デイナイトケアではトイレにこもっていることや固執した様子はない。平熱は普段から高めで、本日の検温時は36.8℃。高めの体温が続くようであれば早退で対応していく。
・大下　良悦様～昨日21時、37℃の発熱があったが、今朝35.9℃は解熱し、通所時も発熱はない。昨日夕食後より、目をパチパチとさせこわばった表情・動きをしていたとのこと。本日の当番を気にしている様子があるため、行動面にも注意していく。
・田中　一　様～昨日、グループホームの世話人より情報提供があり、就労継続支援B型施設が4月末で廃業となることを又聞してから、不安定さが見られるとのこと。青陽館では不安を訴えることはなく、普段通りに行動しており、プログラムでも発言が多い。睡眠が崩れてくる可能性があるため、プログラムの参加状況や通所状況に注目していく。

ナイトケア

・村上　元道様～やや気分が高揚している様子がある。特定相談員より本日情報提供があり、職場ではスタッフとの私語が多く、仕事はあまりやっている印象はなかったとのこと。振り返りを促し、仕事面についても助言やサポートをしていく。
